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チューリソプの垂下球（dropPer）形成に関する研究

　　　　　　　地温とd・opPerの発現との関係

吉　野　蕃 人（附属農場）

　　　　　　　　　　　　Shigeto　YOSHINO

　　　　　　Stud．ies　on　the　DropPer　of　Tu1ip　Bu1bs．

Effect　of　the　S011Temperature　on　the　Format1on　of　DropPer

　　　　　　　　緒　　　　　言

　チニーリップの垂下球の発現は晶種によって発現程度

に甚だ差があり，発現の多い晶種では小球のみならず開

花球である中⑧大球に於ても垂下球の発現を生ずること

が度々ある。チューリップ球根生産上小球よりの垂下球

発現は翌年の種球となるので経済的にさして問題にはな

らないが，中⑧大球を種球として栽培する場合の垂下球

の発現は販売球とならず，直ちに経済的影響を生じ甚だ

不都合なことである。　　　　　　　　　　　　　＃

　この垂下球は栽培条件によって発現程度が異ることは

古来より云われておるが，どの様な条件が垂下球の発現

を促進するかということについては，萩屋⑧雨木氏の小

球を用いての報告以外に実験的な報告がない。筆者は

／952年以来垂下球の形成経遇を手始めに，缶種の栽培条

件について調査を進めると共に栽培経験の蓄積により，

垂下球発現の一因が檀付後の地温にあると思われたので

植付後の第一期発根伸長期の地温の影響について実験を

行なった。

　本実験について種々御助言を戴いた高馬教授に厚く謝

意を表する次第である。

　　　　　　　　材料及ぴ実験方法

　供試晶種は垂下球の発現の甚だしいKansasを用い

た。種球は島根農科大学神西砂丘農場において小球より

生産した垂下球のみを揃え，1球759rの中球を用い

た。実験区は檀付後の地温の変化を求める為檀付期を9

月22目⑧／0月31日⑧12月10日に分げ，覆土を球底より7

c刎と15㎝に分げ，更に地温差を作るため12月末迄降雨の

ない時には隔日6脇を灌水する区と自然状態の儘の無灌

水区とを作り，以上を組合せた12処理区を作成した。

　供試球は／区30球の2区制とした。栽培は神西砂丘農

場で行い，施肥量は／0α当り成分で窒素30晦⑧燐酸26

Kg⑧加里38K19を用い，肥培管理は慣行に従った。

　　　　　　　　緒　　　　　果

　（1）第1期発根伸長期の地温

　植付後第1期発根伸長期の地温は第1図の如くであ

る。檀付期が早げれぱ早い程地温が高いのは当然である

が，チューリヅプの発根伸長適温が9．C～13．5丁位と

いわれているところからすれば，9月22目檀亀覆土7c刎

の各区の地温は非常に高すぎる。植付期が遅くなれぱ逐

次地温も降り，更に覆土⑧灌水の有無の差は縮まり、12

月／0日棺では各区間の温度差は殆んど無くなり，其の上

発根伸長適温より低くなっている。
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　　　　　第／図　檀付後の地温変化図

（2）垂下球の発現と垂下長

垂下球の発現率及び落下した長さ即ち垂下長は第1表
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の如くである。即ち9月22日植紗覆土7c刎の無灌水区が

垂下球の発現率最も高く89．5％を示し，その垂下長も最

も長く平均5．1c例であった。之に次いで発現の多いのが

9月22目檀⑧覆土アc例の灌水区で発現率23．7％，垂下長

3．7c刎であり，／0月31目覆土7c刎の無灌水区及び灌水区

が共に近似した値で続ぎ，次いで9月22日植爾覆土15c刎

の無灌水区及び灌水区が発現率10％を割って7％台を示

している。そして10月3／日植⑱覆土／5c刎の無灌水区が発

現率5．1％，垂下長1．9c肌で発現した区の中では最も低率

であり又垂下長も短かかった。／0月31目檀⑧覆土15c刎の

第1表檀付後の地温がdropPerの発現に及ぼす影響

　　　　　　　　　　　　　　　晶種　Kansas

＼＼　灌水の＼、有無

灌　水　区 無灌水区

望常∴
中心内

垂下球 垂下長
中心内

垂下球 垂下

仔球発現率平均仔球発現率
長平

平均重 平均重 均

9 ％ c例 9 ％ C刎

9月22目 ／6．／
23．7 3．7 ／4．3 89．5 5．1

7c刎 ／0月3／目 ／8．5 13．5 3．0 ／7．4 17．5 2．3

／2月／0日 16．3 0．0 C．0 ／6．0 0．0 0．0

9月22目 ／6．8 7．5 2．6 ／5．9 7．7 3．5

15c刎／0月31目 ／8．9 0．0 0．0 18．2 5．1 1．9

12月10日 15．9 0．0 0．0 16．2 0．0 0．0

C刎

23

灌水区，12月10日植⑧覆土7c刎及び15c肌の各区は全く垂

下球の発現をみなかった。第2図は収穫時の状態であ
る。

　　　　　　　　考　　　　察

　チューリップの垂下球の発現は隼により或は栽培圃場

にょってかなりの違があることより，その原因が栽培条

件の差によるのではないかと推察されるのは当然であ

る。更に古くより浅檀の場合垂下球が多く出来ると云わ

れており，筆者も今迄度々その場面に接し事実を確認し

ている。ところで植込みの深さと云う条件には，湿度⑱

通気⑧温度などの問題が総括して含まれている。又ごれ

等の条件が垂下球形成に対して何時の時期に支配するか

という問題もある。一先ず垂下球の形成から考えて行く

と，倉岡⑱吉野（1955）⑧青葉⑧渡部⑧久村氏（1957）⑧

萩屋⑧雨木氏（／959）は共に小球を調査した結果，垂下

球の形成は植付期（10月中～下旬）から遅くとも檀付直

後に決定し，其の後垂下体勢を整えた仔球は／月中～下

旬より母球の鱗片を破って落下伸長を始め，新球肥大期

迄落下伸長を続けて僅かずつ肥大し，肥大最成期迄に落

下位置に達していると述ぺている。この様に垂下球の形

成が植付直後に決定する処より，それを支配する条件は

この時期が決定的であると考えられる。

　圃場で垂下球の発現が最も多く現われる覆土の浅い場

第8号A　（／％0）

第2図 植付後の地温がdropPerの発現に及ぼす影響

　　　　　　　　　　　　Kansas

合，先ず湿度であるが，浅植であれぱ当然乾燥が影響し

て土壌湿度が低くなり，垂下球の形成発現が行われるの

ではないかと考えられるがラ之については萩屋⑱雨木氏

（／959）は実験結果より土壌水分条件は垂下球発現に影

響しないと述ぺ，又ガラス室内で水耕栽培したチューリ

ップにことごとく垂下球が発現する実状からみても，垂

下球発現に対して土壌湿度そのものは支配的要因になら

ぬものと考えられる。次に土壌中の空気条件についてみ

fig080501.pdf


吉野蕃人：チューリ／プの垂下球（dropPer）形成に関する研究　　　　　　　一29一

ると，萩屋爾雨木氏（1959）は垂下球の発現にぽ土壌中

の酸素の量による呼吸が問題になるとして，一定量の炭

酸ガスを土壌中に送って実験を行なった緒果，土壌中に

炭酸ガスを常に供給したため地下部の呼吸が制限され，

それが垂下球の発現を少くするものであると述ぺてい

る。i然し実際チューリップの球根栽培を行う場合，有機

質の含まれた砂土で丁寧に45c肌の不地返しを行なった地

下／5c肌と7c刎で極端な酸素量の差があるとは考えられ

ず，前述の水耕栽培の場合，水中に含まれている酸素量

と，天地返しをした有機質を合む砂土中に含まれている

酸素量とでは，水中に合まれている酸素量が少ない筈で

あるのに水耕栽培に垂下球の発現をみる所からすれぱ，

通気性そのものも支配的要因になるとは云えぬのではな

いかと考えられる。

　次に温度の問題であるが，檀付期以降の地温の高低ぼ

土壌湿度⑧通気性とも関係はあって，之によりいくらか

は左右される。本実験にみる様に灌水区と無灌水区とで

は高温期には地温にかなりの差を生じてはおるが，なん

と云っても地温の推移は時期的な影響が最も大ぎい。従

って檀甘の早い区程気温よりも高い地温にあい，植付が

遅れれぱ遅れる程低い地温にしか接していない。樋浦氏

（／957）もチューリップの実生で，発芽種子播下しを行

なった場合、初期の高温（20oC）は垂下柄の伸長を促

すことを報告しており，本実験結果と共に衝け当初の地

温が垂下球発現の要因をなしている。従って年により垂

下球の発現に差があるのは，植付後の気象；即ち気温⑧

降水量等に影響される地温の関係であり，又壌土地と砂

丘地で砂丘地に発現の多いのは，壌土地より砂丘地の方

が地温が高くなりやすいためであると云う説明がつくの

ではないだろうかρ勿論実生の場合と種球が小球⑧中

球雪大球と異る場合で垂下球形成を行う温度には差があ

ると考えられるので，それについては更に研究を進めて

行かねばならない。

　ではチニーリップが何故垂下球を作るかと云うことで

あるが，実生を行なった場合形成された新仔球は総て垂

下球となっている。この新仔球即ち一年球は休眠時の夏

期の高温乾燥に極度に弱く乾燥枯死してしまうものであ

る。こうゆう点から考えてみると，チューリップの原生

地帯は小アジ’ア地方と云われており，この地方の気侯は

秋冬季多湿暖温であるが，夏季は甚だ乾燥し高温な地帯

であるため結実して落下した種子が地面で発芽し地面近

くで新球を形成して夏季に入ったならぱ酷暑のため枯死

してしまう。そこでチューヅップは自己防衡手段として

垂下球となって地下にもぐり乾燥植死の危険から逃がれ

て未たものではないかと推察される。この様な先天的特

性を有したチューリップも其の後小アジア地方と夏季温

度の非常に異るオランダで，数隈り無い程の有性繁殖が

繰返されて来た繕果，垂下特性をだんだんと失って来る

晶種が生じて，現在の様に垂下しやすい晶種と垂下しに

くい晶種とが出来ているのではないだろうか？この様に

して現在垂下球発現の多い晶種は，遺伝的に其の特性を

強く持続しているものであるから，この様な晶種を栽培

するに当っては，垂下球形成を支配する高い温度に合せ

ない様な留意が栽培上に必要である。

　　　　　　　　摘　　　　　要

（1）檀付後の地温と垂下球発現との関係を明かにするた

　めKansasの中球を用い9月22目⑧10月3／日⑳12月10

　日にそれぞれ覆土7c刎と15c刎に植付げ，其の後12月末

　迄灌水区と無灌水区に分げた／2区を作って調ぺた。

（2）植付後の地温の変化は第1図の如くである。

（3）垂下球の発現は植付後の地温の高かった区程多く現

　われ，地温が1煩次低くなるに従い発現少く，植付げが

　／2月の低温となった区は発現をみなかった。
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（1）W1th　the∀ar1ety　Kansas　of　tu11p　mve－

　st1gated－the　effect　of　the　s011　temperature

　after　p1antmg　on　the　format1on　of　droppers

　an沮the　expenmenta1p1ots　were　as　foI1ows

　，1t　1nter1aced　p1ant1ng　day　of　Septem，ber

　22th，0ctober3／th　ana　December10thダ

　covered－s011of7cm　ana15cm　and1mga－
　t五〇n　and　nO－1rngat1On

（2）　S011temperature　after　p1ant1ng　as　F19　1

（3）　Form．a．t1on　of　d．ropPer　are　acce1erated．on

　h1gh　s011temperat肚e　after　p1ant1ng　ana　can

　not　be　found－1n1ow　s011temperature




